
非価格要素審査に関する提案書

	１．事業全般

1.1本事業に対する実施体制

	①代表企業、構成員、協力企業の役割とバックアップ体制を具体的に提案してください。
②提案した実施体制の実現性と効果的である要素を提案してください。


・Ａ4版　2ページ以内
	１．事業全般
1.2本事業のリスク管理

	①本事業に対するリスクを具体的に示しとその対応策として保険等の活用方法を提案してください。
②ＳＰＣの財務の健全性、安定化方策について具体的に提案してください。
③ＳＰＣの財務悪化に対する提案をして下さい。


・Ａ4版　2ページ以内
	２．ごみの適正処理、安定処理が可能な施設
2.1安定的なごみ処理プロセス　(1)処理システムの安全性・安定性　(1/2)

	①エネルギー回収型廃棄物処理施設において、ごみ質・ごみ量変動に対して安定した処理が可能であるか、性能曲線図を示したうえで提案してください。


・Ａ4版　1ページ以内
	２．ごみの適正処理、安定処理が可能な施設
2.1安定的なごみ処理プロセス　(1)処理システムの安全性・安定性　(2/2)

	①本施設でトラブル発生時に迅速に復旧できるプラントシステムについて提案してください。



・Ａ4版　2ページ以内
	２．ごみの適正処理、安定処理が可能な施設
2.1安定的なごみ処理プロセス　(2)効率性、メンテナンス性

	①事業実施場所の敷地の特徴を把握し示した上で安全かつ効率的な全体配置計画を提案してください。
②プラント機器の更新を考慮した機器類の搬入、搬出が容易な機器配置図について提案してください。


・Ａ4版　2ページ以内
	２．ごみの適正処理、安定処理が可能な施設
2.1安定的なごみ処理プロセス　(3)焼却灰等の排出量削減と有価物の回収及び純度の向上

	①本施設から排出される焼却主灰、焼却飛灰及び不燃残渣の排出量を少なくする処理システムについて提案してください。
②マテリアルリサイクル推進施設において、有価物の回収率及び純度の向上に関する提案をして下さい。
③焼却主灰、焼却飛灰、不燃残渣量及び有価物の回収率と純度を提案してください。
　試算条件は、要求水準書（設計・建設業務編）に示されている処理量、ごみ質（基準ごみ）としてください。
焼却灰等の排出量と有価物の回収量

項目

年間発生量又は回収量（t/年）
割合（%）

焼却主灰

焼却飛灰

不燃残渣

鉄

アルミ

その他有価物




・Ａ4版　2ページ以内
	２．ごみの適正処理、安定処理が可能な施設
2.2ごみの受入対応　(1)市民等による直接搬入車両や持込者対応

	①市民等による持ち込みに対して、計量機やプラットホームでの安全対策及び持込者に対する分かりやすい説明等に関して提案してください。


・Ａ4版　2ページ以内
	２．ごみの適正処理、安定処理が可能な施設
2.3施工計画　(1)安全な施工計画と工期短縮の方策

	①事業実施区域の特徴を示した上で施工手順、工事車両に関して安全で効率的な施工計画に関して提案をして下さい。
②試運転を含めて工期短縮の方策について提案してください。


・Ａ4版　2ページ以内

	２．ごみの適正処理、安定処理が可能な施設
2.4災害時における処理対応及び防災の拠点　(1)自然災害に対する対応

	①事業実施区域における想定される自然災害を挙げた上で本施設の防災・減災対策と被災した場合における早期復旧に関して提案してください。


・Ａ4版　2ページ以内
	２．ごみの適正処理、安定処理が可能な施設
2.4災害時における処理対応及び防災の拠点　(2)地域防災拠点の考え方

	①災害廃棄物の受入及び処理に関して提案してください。
②地域防災の拠点機能に関して提案してください。


・Ａ4版　2ページ以内
	３．適切な生活環境保全策を講じた施設
3.1生活環境の保全　(1)公害防止基準の遵守

	①排ガス、騒音、振動、悪臭等の公害防止基準を確実に遵守するための本施設のシステムに関して提案してください。なお、排ガスに関しては、要求水準書（第Ⅱ編　運営業務編）に記載した監視基準を示してください。また、その他提案項目と監視基準があれば提案してください。
②作業環境基準を遵守するための提案をして下さい。
③上記①、②を遵守するためのセルフモニタリングに関して提案してください。
④上記①の情報提供に関して提案してください。
監視基準
項目

監視基準

停止基準

ばいじん（g/m3N）

0.01

硫黄酸化物（ppm）

20

塩化水素（ppm）

20

窒素酸化物（ppm）

50

（提案項目）




・Ａ4版　3ページ以内
	３．適切な生活環境保全策を講じた施設
3.2周辺環境との調和　(1)施設の外観、デザイン計画、緑化計画

	①本施設の外観、デザイン計画、緑化計画に関する基本的な考え方を提案してください。
　なお、本施設の外観やデザイン計画に関しては施設計画図書で提出するパースを踏まえて提案してください。



・Ａ4版　2ページ以内

	４．省エネルギーと循環型社会構築に貢献する施設
4.1熱回収及び有効利用システム　(4)熱回収及び有効利用システム


	①エネルギー回収型廃棄物処理施設の熱（エネルギー）回収率向上のための提案をして下さい。
②要求水準書（第Ⅰ編　設計・建設業務編）に示した基準ごみ、定格処理量（80t/日）時における熱回収量、熱回収率及び年間の発電電力量、買電電力量、買電電力量を提案してください。
ごみの保有熱量（MJ/日）
その他の入熱量(MJ/日)
回収熱量(MJ/日)
熱回収率（％）
年間発電電力量（kWh/年）
年間買電電力量（kWh/年）
買電電力量（kWh/年）



・Ａ4版　2ページ以内

	４．省エネルギーと循環型社会構築に貢献する施設
4.2温室効果ガスの排出量　(1)温室効果ガスの排出量

	①本施設稼働に伴う温室効果ガス排出量と削減方策に関して提案してください。
二酸化炭素排出量[　　　　　]t-CO2/年

（内訳記入例）

区　分
単位
[t-CO2/年]
補助燃料使用による二酸化炭素排出量
副資材使用よる二酸化炭素排出量
購入電力使用による二酸化炭素排出量

売電による二酸化炭素排出削減量
総二酸化炭素排出量
※1)算出に当たっては、「温室効果ガス排出量算定方法ガイドライン」（平成29年3月　環境省　総合環境政策局　環境計画課）を基に作成してください。

※2)上記ガイドラインでは算定できない場合は、国等が公表している最新版の情報から算定し、関係資料を添付してださい。



・Ａ4版　2ページ以内

	４．省エネルギーと循環型社会構築に貢献する施設
4.3地域循環システム　(1)環境学習機能、啓発施設

	①本施設の環境学習、啓発機能のメニュー、設備及び運用方法に関して効果的である内容について提案してください。


・Ａ4版　2ページ以内

	５．経済的かつ長期的な使用を念頭においた施設
5.1長寿命化計画

	①本施設を35年間使用することを踏まえた施設の保全計画及び延命化計画に関して提案してください。



・Ａ4版　2ページ以内

	５．経済的かつ長期的な使用を念頭においた施設
5.2運営期間終了時における対応

	①運営期間終了時にお変える事前引継に関して提案してください。


・Ａ4版　2ページ以内

	６．地域社会への貢献
6.1地域社会への貢献　(1)企業、人材活用に関する貢献

	①本市内に本店、支店、工場等を有する企業及び本市在住の人材活用に関して提案してください。
②設計・建設業務において、本市内又は千葉県内への企業へ発注する件数、発注予定額を提案してください。
③本市在住の人材活用人数を提案してください。



・Ａ4版　2ページ以内

	６．地域社会への貢献
6.1地域社会への貢献　(2)地域コミュニティに対する貢献

	①事業実施区域周辺地域の状況を示した上で地域コミュニティの貢献に関して提案してください。


・Ａ4版　2ページ以内
【提案書作成要領】


①各様式に下部に記載したページ数以内で作成すること。また、表紙、中表紙等を除き複数枚の様式は両面印刷とすること。


②文字のフォントは11ポイント以上とすること。


③白黒、カラーは、任意とする。また、図表、写真等の使用も任意とする。


④事業提案内容について、データ、計算書、図面、写真等の補足説明の資料が必要な場合は、添付資料として添付することを認める。なお、添付資料の様式は任意とする。


⑤各様式中の○数値の文章については、削除して作成すること。








